（様式１）

産業デザインプロデュース事業　グループカウンセリング要請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

（公財）ふくい産業支援センター　理事長　殿

	　グル－プ名　



グループカウンセリングの実施を以下のとおり要請します。
	　代表企業名
	

	　所在地
	〒


	代表者名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
	電　話
	

	
	
	ＦＡＸ
	

	業　　種
	
	資本金
	　　　万円
	 従業員数
	　　　　　人

	 担当者（部署　役職名）


	　グループの概要




	　相談内容（該当するものにチェックしてください。）

	　

　□新商品の開発　　　　　　　　　□既存商品の改良　　　　　　　□商品の評価

　

　□販売促進　広告宣伝　　　　　　□展示会・催事の企画　　　　　□市場動向等の情報収集　

　

　□ブランド発信に向けた戦略　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）



	　背　景（これまでの取り組み、現在の課題、今後の計画について）

	

	　指導を受けたい具体的な項目

	・

・

・



	　希望する専門家


	　希望する時期　　　　　　　　　１回目　　　　　年　　　月　　　日　
　　　　　　　　　　　　　　　　２回目　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	　希望する場所　　　　　　　　　１回目　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　２回目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	　専門家の派遣等を受けたことがある場合は、その時期および内容




	　テーマ　



グループ名簿

	企業名
	

	所在地
	〒

	代表者名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　
	電　話
	

	
	
	ＦＡＸ
	

	業　　種
	　

	 担当者（部署　役職名）



	企業名
	

	所在地
	〒

	代表者名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　
	電　話
	

	
	
	ＦＡＸ
	

	業　　種
	　

	 担当者（部署　役職名）



	企業名
	

	所在地
	〒

	代表者名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　
	電　話
	

	
	
	ＦＡＸ
	

	業　　種
	　

	 担当者（部署　役職名）



事業実施にあたっての注意事項

公益財団法人 ふくい産業支援センター

　グループカウンセリングの実施にあたっては、下記の点に十分留意してください。

記

（１）この事業は県の補助事業ですので、誠実に実施してください。

（２）この事業は、組合、団体、企業グループ（中小企業を含む３社以上）等（以下「企業グループ等」という。）の依頼に基づき、企業グループが抱える共通する課題に対して、企業グループ等が選定したデザイナー等専門家（以下「専門家」という。）による相談・助言を行うグループカウンセリングを実施する事業です。
　専門家の選定にあたっては、事業の効果が十分期待できる者を企業グループ等の責任において決定してください。

　　　専門家については、県内外の有識者レベルの専門家（大学教授・講師およびデザインの各種専門分野に関する８年以上の実務経験を有する者等）を専門家とします。
　対象企業グループに専門家についての知見がない場合は、支援センターが相談内容に合致した専門家を紹介します。

　なお、選定した専門家とデザインに関する有償の契約を結んでいるもしくは派遣期間内に結ぼうとしていて、当該契約内容が相談内容と重複していると認められる場合は、対象企業グループはその専門家を選定することができません。

（３）提出された様式１の「グループカウンセリング要請書」を支援センターで多面的に精査し、グループカウンセリング実施の適否を判断しますので、不採択となる場合もあります。

（４）この事業において、補助対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、専門家に係る謝金等であり、その他の経費については対象外となります。

（５）１企業グループ等が、年度内に活用できる回数は、２回を限度とします。
（６）１回の相談・助言終了ごとに、１週間以内に様式２の「実施報告書」を提出してください。定められた期間に報告書が提出されない場合、当該事業は実施されなかったものとして補助の対象とならない場合があります。

（７）事業の成果については、派遣を受けた企業グループ等に帰属します。

（８）専門家は、当該事業で知り得た秘密を、派遣を受けた企業グループ等の許可なく漏らしてはならないことになっています。事業実施にあたって、専門家との間で秘密保持契約の締結等の措置を講じてください。
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